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	１．本研究のポイント
	３．研究内容・成果
	今回、田中らのグループは、非ヒト動物で用いられている異時的選択の実験手続きをヒトに適用しました。そして、経験したことがない報酬を待って消費するときの脳活動を機能的MRI（※1）により断続的に撮像しました。
	機能的MRI撮像中、ヒト被験者は、まず、数十秒経ってから飲むことができるジュースの報酬（遅延報酬；図B・赤丸印）を経験しました。次に、それよりも量が少ないすぐ飲める報酬（即時報酬；同青星印）を経験しました。最後に、両者のどちらか好きな方を選ぶことが求められました。ここで重要なことは、最初に遅延報酬を経験するとき、その報酬は未経験なので、被験者はいつ飲めるのかわかっていません。
	４．今後の展開

